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彼岸を過ぎ、夕暮れが早くなってきました。朝夕の空気の中に少しずつ秋の気配を感じる季節と

なりました。校庭の木々もだんだんと色づき始めました。校内にコンクールに向けて合唱の声が響

くようになりました。 

３年生が抜けた後、新体制で臨んだ区の秋季総体が終了しました。上の大会をめざすもの、次の

機会をめざすものとありますがここに至るまでの過程を振り返り、見直して次につなげるようにし

てほしいものです。 

さて、空を見上げれば、夏とは違う高さを感じます。夕暮れの速さに驚かされ、木々の葉の色の

変化に心を奪われます。明治の終わりから昭和の初めにかけて活躍した科学者であり随筆家の寺田

寅彦は、「自然を理解しようとすることは、人間自身を理解しようとすることでもある」と述べて

います。自然現象を単なる外の出来事としてではなく、自分自身の心や生活とつながるものとして

見つめることの大切さを説いた言葉です。季節の変化を敏感に感じ取る気持ちや心がけは、学習内

容の理解にも人間関係の理解にも深い意味を持つのではないでしょうか。 

寅彦は、「物事を怖がらなさすぎ、また怖がりすぎるのは、ともに生きる上で大きな支障になる」

とも述べています。何も考えずに無謀にことをすすめる、慎重すぎて何もしないことはよくない。

新しいことに挑戦する勇気と、慎重に物事を考える冷静さ。その両方を持つことが、生きる力につ

ながるということです。生徒が部活動や行事、日々の学習や生活に向かう姿を見ているとこの言葉

の意味を実感します。うまくいかないときもありますが、そこに「挑戦する気持ち」があることが

うれしい限りです。 

秋は「実りの秋」とも言われます。春にまいた種が夏の陽射しを受けて実を結ぶように、生徒た

ちの日々の努力も確実に形になりつつあります。小さな積み重ねがやがて大きな力となり、自分自

身の自信へとつながっていくことを願っています。 

  

これからのおもな行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
今年度の学芸発表会は学年による発表はありません。文化部の発表を行います。 

（生徒作品展示については３学期に作品展（2/13.14予定）を実施します。） 

昨年まで３学期に実施していた合唱コンクールを２学期（10/25）に実施します。 

 

 学 校 だ よ り 江戸川区立西葛西中学校 
校長 川﨑 純一 

令和７年 10月 8日 第 7号 

    

月 日 曜 行事 

10 ８ 水 合唱練習始（～23日（木）） 

 12 日 区民まつり 

 14 火 教育実習始 ３年学力テスト 

 19 日 葛西まつり 

 20 月 生徒会朝礼 

 23 木 学芸発表会準備 

 24 金 学芸発表会 

 25 土 合唱コンクール 

 27 月 振替休業日 

 28 火 後期時間割始 

 29 水 進路説明会 

 30 木 ３年三者面談（～11/10） 


